
　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田

章
裕
会
長
）
は
、
３
月
26
日
午

後
３
時
30
分
よ
り
、
大
阪
市
中

央
区
の
文
健
会
館
会
議
室
で
期

末
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
寺
村
聖
一
専
務
理

理
事
が
司
会
進
行
。
会
議
に
先

立
ち
黒
田
会
長
は
次
の
よ
う
に

挨
拶
し
た
。

　「
弊
社
、
コ
ク
ヨ
は
、
今
年

創
業
１
２
０
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
た
。『
商
品
を
通
じ
て
世

の
中
の
役
に
立
つ
』
と
い
う
理

念
の
も
と
、
全
国
に
配
送
セ
ン

タ
ー
や
24
時
間
稼
働
の
工
場
を

整
備
し
、
良
質
で
品
切
れ
の
な

い
よ
う
に
商
品
の
提
供
を
行
っ

て
、
顧
客
満
足
度
を
高
め
て
き

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
最
近

で
は
、『
待
っ
て
い
ま
し
た
』『
よ

く
作
っ
て
く
れ
た
』『
こ
れ
が

欲
し
か
っ
た
ん
だ
』
と
い
っ
た

感
謝
の
声
を
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
直
接
に
聞
く
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
企
業
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

の
は
人
で
あ
り
、
社
員
の
仕
事

に
対
す
る
や
り
が
い
や
、
そ
れ

に
よ
る
リ
タ
ー
ン
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
10
年
か
け
て
習
得

す
る
よ
う
な
専
門
知
識
も
、
将

来
的
に
は
Ａ
Ｉ
が
瞬
時
に
答
え

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
た

ち
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
や
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
き

た
多
く
の
仕
事
は
、
残
念
な
が

ら
人
間
が
担
う
必
要
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い

と
考
え
て
、
人
間
が
喜
び
を
感

じ
、『
待
っ
て
い
ま
し
た
』
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
仕
事
や
商
品

を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
注
力
し

始
め
て
い
る
。
既
に
東
京
で
は

他
社
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
も
提
供
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
化
し
て
い
る
。

　
世
の
中
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
技
術
を
学
び
、
お

客
様
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と

も
重
要
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
、

自
分
た
ち
が
仕
事
に
や
り
が
い

を
感
じ
、
楽
し
み
な
が
ら
働
け

る
環
境
を
ど
れ
だ
け
作
れ
る
か

が
、
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
て

い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
私

た
ち
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

熟
練
の
技
術
や
経
験
を
活
か
す

場
が
、
将
来
的
に
は
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
。

　
ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
が

『
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ

ザ
イ
ン
』
を
テ
ー
マ
に
、
４
月

13
日
よ
り
開
幕
す
る
が
、
未
来

を
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
捉
え

て
、
是
非
と
も
来
場
し
て
知
見

を
高
め
て
貰
い
た
い
」。

　
と
挨
拶
し
た
。

　
会
議
で
は
、
全
紙
工
期
末
理

事
会
報
告
を
志
方
弘
嗣
常
任
理

事
、
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２

５
の
進
捗
状
況
を
杉
浦
正
樹
理

事
、
新
年
祝
賀
会
の
決
算
報
告

と
部
会
・
委
員
会
報
告
を
を
事

務
局
が
行
い
、
続
い
て
、
総
会

に
提
出
の
議
案
書
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
理
事
会
の
後
、
午
後
５
時
か

ら
大
阪
・
西
天
満
の
「
新
太
呂
」

で
懇
親
会
を
行
っ
た
。

㊤
表
彰
式
で
の
記
念
撮
影
㊦
展

覧
会
風
景
（
関
西
展
の
会
場
）

　
全
日
本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
絵
画

大
賞
展
実
行
委
員
会
（
西
村
貞

一
実
行
委
員
長
＝
サ
ク
ラ
ク
レ

パ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社

長
）
と 

産
経
新
聞
社
が
主
催
、

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
、
タ
ー
レ
ン

ス
ジ
ャ
パ
ン
、
サ
ク
ラ
ア
ー
ト

サ
ロ
ン
、
ア
ム
ス
が
共
催
す
る

平
面
絵
画
を
対
象
と
し
た
全
国

規
模
の
公
募
展
「
第
34
回
全
日

本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
絵
画
大
賞

展
」
の
表
彰
式
が
３
月
７
日
、

兵
庫
県
西
宮
市
の
西
宮
市
立
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。

　
表
彰
式
は
、
始
め
に
主
催
者

を
代
表
し
て
、
サ
ク
ラ
ク
レ
パ

ス
・
西
村
彦
四
郎
社
長
が
「
絵

の
良
し
悪
し
は
わ
か
ら
な
い

が
、
絵
を
見
る
の
は
好
き
で
、

見
て
感
じ
る
、
心
が
動
く
よ
う

な
体
験
が
で
き
る
の
が
楽
し

い
。
心
が
大
き
く
動
け
ば
動
く

ほ
ど
豊
か
な
気
持
ち
に
な
る
。

応
募
作
品
は
審
査
員
の
先
生
方

に
予
備
審
査
な
し
で
全
作
品
を

一
点
ず
つ
見
て
も
ら
い
、
厳
正

に
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
私
事

だ
が
、
今
年
の
正
月
に
ク
レ
パ

ス
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

に
な
り
、
絵
を
描
く
難
し
さ
を

痛
感
し
た
。
同
時
に
子
ど
も
の

頃
の
絵
を
描
く
楽
し
さ
を
思
い

起
こ
し
た
。
皆
さ
ん
、
今
後
と

も
素
晴
ら
し
い
絵
を
ど
ん
ど
ん

描
い
て
、
豊
か
で
楽
し
い
人
生

を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

挨
拶
。

　
続
い
て
、
大
阪
市
立
美
術
館

名
誉
館
長
・
篠
雅
廣
氏
、
女
優
・

仁
科
会
会
友
・
岸
ユ
キ
氏
に
よ

る
審
査
員
講
評
の
あ
と
、
表
彰

式
に
移
り
、
文
部
科
学
大
臣
賞

の
ア
ク
リ
ル
画
「
天
空
の
深
海

魚
」（
須
田
浩
氏
、
神
奈
川
県
）

を
は
じ
め
、
自
由
表
現
部
門
と

写
実
表
現
部
門
の
大
賞
、
特
別

賞
、
優
秀
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
顕
彰

し
た
。

　
今
年
の
絵
画
大
賞
展
に
は
６

歳
か
ら
90
歳
ま
で
、
９
０
０
人

か
ら
自
由
表
現
部
門
７
０
３

点
、
写
実
表
現
部
門
５
２
９
点

の
合
計
１
２
３
２
点
の
応
募
が

寄
せ
ら
れ
、
昨
年
12
月
に
サ
ク

ラ
ク
レ
パ
ス
本
社
で
厳
正
に
審

査
が
行
わ
れ
た
。

　
展
覧
会
は
、
東
京
展
２
月
６

～
17
日
国
立
新
美
術
館
、
関
西

展
３
月
４
～
９
日
西
宮
市
立
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た

後
、
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

地
方
展
が
岡
山
、
愛
媛
、
広
島
、

福
岡
、
宮
城
、
北
海
道
で
開
催

予
定
。

　
同
展
は
、
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

創
業
70
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
１
９
９
１
年
に
創
設
さ

れ
た
。
ア
ー
ト
を
愛
し
、
描
く

こ
と
を
楽
し
む
人
の
た
め
に
発

表
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
絵
画
フ
ァ
ン
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
扶
桑
社
が
主
催
す

る
有
名
店
の
プ
ロ
が
厳
選
す
る

「
文
房
具
屋
さ
ん
大
賞
２
０
２

５
」が
２
月
14
日
に
発
表
さ
れ
、

最
新
文
房
具
８
０
１
ア
イ
テ
ム

の
中
か
ら
、
大
賞
に
パ
イ
ロ
ッ

ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
新
蛍

光
ペ
ン「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
―
Ｎ
Ａ（
キ

レ
ー
ナ
）」
が
受
賞
し
た
。

　
大
賞
の
ほ
か
、「
デ
ザ
イ
ン

賞
」「
機
能
賞
」「
ア
イ
デ
ア
賞
」

の
３
賞
と
、「
書
く
、
消
す
部

門
」「
収
納
部
門
」「
つ
け
る
、

留
め
る
、切
る
部
門
」「
伝
え
る
、

残
す
部
門
」「
審
査
員
特
別
賞
」

の
部
門
賞
も
発
表
。

　「
機
能
賞
」
に
は
、
三
菱
鉛

筆
の
「 

ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー

ム 

シ
ン
グ
ル
（
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ

　
ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｉ
ｎ
ｋ
搭

載
）」、「
ア
イ
デ
ア
賞
」
に
は

キ
ン
グ
ジ
ム
の
「
透
明
ス
タ
ン

プ 

氷
印
」
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
。

　「
部
門
賞
」
で
は
、
サ
ン
ス

タ
ー
文
具
が
カ
ラ
ー
ペ
ン
賞

「
重
ね
書
き
マ
ー
カ
ー 

デ
コ
ッ

ト
３
」、
筆
箱
賞
「
未
確
認
飛

行
ペ
ン
ケ
ー
ス
」、
ス
タ
ン
プ

　
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

は
、
３
月
７
日
、
大
阪
市
北
区

の
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
４
階
紫
苑
の
間
で
、

昨
年
10
月
15
日
に
91
歳
で
亡
く

な
っ
た
創
業
者
、
石
田
潔
相
談

役
の
お
別
れ
の
会
を
執
り
行

い
、
得
意
先
、
取
引
先
な
ど
多

数
の
参
列
者
が
訪
れ
、
故
人
の

遺
業
、
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

　
献
花
会
場
の
祭
壇
に
は
故
人

の
遺
影
が
飾
ら
れ
、
参
列
者
は

献
花
台
に
次
々
と
白
い
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
供
え
、
遺
影
に

黙
と
う
を
捧
げ
た
。

　
隣
室
の
食
事
会
場
入
り
口
で

は
石
田
逸
人
社
長
と
子
息
が
参

列
者
一
人
ひ
と
り
に
立
礼
。

  

会
場
の
一
角
に
は
故
人
の
思

い
出
の
写
真
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

創
業
ま
で
の
軌
跡
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
示
や
モ
ノ
づ
く
り
の

精
神
「
も
っ
と
切
れ
る
は
ず
」

な
ど
の
金
言
を
直
筆
に
し
た
た

め
た
色
紙
が
飾
ら
れ
た
メ
モ
リ

ア
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
営
。
　

　
両
会
場
に
は
企
業
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
視
覚
的
に
表
現

し
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー

（
グ
リ
ー
ン
）
の
照
明
演
出
が

用
い
ら
れ
た
。

　
故
人
は
１
９
６
８
年
大
阪
の

地
に
装
粧
刃
物
雑
貨
の
株
式
会

社
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
を
創
業
。
高

級
爪
切
り
「
匠
の
技
」
シ
リ
ー

ズ
の
原
点
と
な
っ
た
ス
テ
ン
レ

ス
製
ブ
レ
ー
ド
の
爪
切
り
の
開

発
、
高
品
質
の
製
品
の
魅
力
を

海
外
市
場
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
販

路
を
広
げ
る
な
ど
事
業
発
展
の

礎
を
築
い
た
。

賞
「
ぴ
ょ
っ
こ
り
ス
タ
ン
プ
」、

シ
ー
ル
賞
「
絵
の
具
パ
レ
ッ
ト

風
シ
ー
ル
パ
レ
ッ
ト
ー
ン
」、

ク
リ
ッ
プ
賞
「
ひ
か
る
ク
リ
ッ

プ
テ
ラ
ス
ノ
」、
カ
ッ
タ
ー
賞

「
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
オ
ー
プ
ナ
ー 

ア
ケ

ル
キ
ー
」
の
５
部
門
で
最
多
受

賞
。

　
ク
ツ
ワ
は
ハ
サ
ミ
賞

「
キ
ャ
ッ
プ
一
体 

こ
ど
も
ハ
サ

ミ
」
と
コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
賞

「
わ
け
あ
り
し
た
じ
き
」、
三
菱

鉛
筆
は
シ
ャ
ー
ペ
ン
賞
「
ク
ル

ト
ガ 

メ
タ
ル
」
と
多
機
能
ペ

ン
賞
「
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム

４
＆
１
（
ラ
イ
ト
タ
ッ
チ
イ
ン

ク
搭
載
）」、
ダ
イ
ゴ
ー
は
ふ
せ

ん
賞
「
ｉ
ｓ
ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ｉ
．
や

る
事
ふ
せ
ん 

フ
ィ
ル
ム
」
と

ノ
ー
ト
賞
「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に

つ
け
る
読
書
ノ
ー
ト
」、
ミ
ド

リ
は
レ
タ
ー
賞
「
花
色
和
紙
で

作
っ
た
一
筆
箋
」
と
オ
フ
ィ
ス

ベ
ン
ダ
ー
賞
「
カ
レ
ン
ダ
ー
テ

ン
プ
レ
ー
ト
」、
そ
れ
ぞ
れ
各

２
部
門
で
受
賞
。

　
そ
の
ほ
か
、
シ
ー
ド
は
消
し

ゴ
ム
・
修
正
テ
ー
プ
賞
「
桜
の

木
レ
ー
ダ
ー
」、
レ
イ
メ
イ
藤

井
は
卓
上
収
納
賞
「
メ
モ
リ
ー

ト
レ
ー
」、
Ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｌ

Ａ
Ｂ
．
は
ポ
ー
チ
＆
バ
ッ
グ
賞

「
ｍ
ｙ
ｆ
ａ
（
ミ
フ
ァ
）
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン 

ボ
ッ
ク
ス
ポ
ー

チ
」、
コ
ク
ヨ
は
精
文
館
書
店

賞
「
キ
ャ
ン
パ
ス
青
色
シ
ー
ト

で
覚
え
る
暗
記
用
シ
ー
ト
」、

ラ
イ
オ
ン
事
務
器
は
石
丸
文
行

堂
賞「
は
に
さ
っ
く 

其
の
参
」、

ソ
ニ
ッ
ク
は
ハ
ン
ズ
賞
「
ピ
コ

ト
レ 

暗
算
ド
リ
ル
四
則
計
算

用
１
日
５
分
で
脳
を
そ
だ
て

る
」、
ぺ
ん
て
る
は
ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ
賞「
ア
ー
ト
ク
レ
ヨ
ン
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

文
房
具
屋
さ
ん
大
賞
２
０
２
５

　
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
藤
﨑
文
男
社

長
、
東
京
都
）
は
、
５
月
30
日

ま
で
本
社
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、「
蝕
刻
万
年

筆
と
イ
ン
キ
瓶
展
」
を
開
催
し

て
い
る
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
の

万
年
筆
ボ
デ
ィ
ー
に
、
精
密
な

模
様
を
描
き
出
す
蝕
刻
技
法

（
エ
ッ
チ
ン
グ
）
を
施
し
た
「
シ

ル
バ
ー
ン
」
を
は
じ
め
、
蝕
刻

技
法
を
用
い
た
漆
芸
万
年
筆
な

ど
、
伝
統
の
柄
か
ら
ユ
ニ
ー
ク

な
柄
ま
で
37
点
の
蝕
刻
技
法
を

用
い
た
作
品
を
展
示
し
て
い

る
。
同
時
に
懐
か
し
の
イ
ン
キ

瓶
も
展
示
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
日
本
事
務
機
新
聞

社
（
酒
井
伸
雄
社
長
、枚
方
市
）

は
、
令
和
７
年
３
月
24
日
の
発

行
号
を
も
っ
て
、「
日
本
事
務

機
新
聞
」
を
休
刊
し
た
。

　
日
本
事
務
機
新
聞
は
１
９
６

９
年
（
昭
和
44
年
）
１
月
に
創

刊
し
た
事
務
機
器
業
界
の
専
門

紙
。
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
事
務

機
器
業
界
の
最
新
ト
レ
ン
ド
や

動
向
を
伝
え
て
き
た
。
　

蝕
刻
万
年
筆
と

イ
ン
キ
瓶
展

〇
…
パ
イ
ロ
ッ
ト

グ
リ
ー
ン
ベ
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